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■お買い上げ品の確認 

FM3101/3102/3103/3104は弊社にて充分な検査を行い出荷されています。本流量計が 

お手元に届きましたら、次の点を確認して下さい。 

1.外観をチェックして、損傷個所の無い事を確認して下さい。 

2.ケース上側の銘版シールに形名・基本仕様・製品 No.が記載されています。 

 

ご注文通りの仕様である事をご確認下さい。 

 

■取扱上の注意 

Ⅰ．保管について 

(1)保管場所は下記の条件を満足する所を選定して下さい。 

・雨や水のかからぬ場所。 

・振動や衝撃のない場所。 

・温度，湿度が次のような場所。なるだけ常温常湿(25℃，65%RH程度)が望ましい。 

温度：-10～60℃ 

湿度：5～95%RH 

・腐食ガスの充満していない場所。 

(2)なるべく弊社から出荷した時の梱包状態にして保管して下さい。 

(3)一度使用した物で管孔内に測定流体が入っている場合には、完全に洗浄してから

保管して下さい。 

 

Ⅱ．設置場所について 

本流量計を安全に、精度良く、長期にわたってご使用頂くため下記の点にご注意下さい。 

(1)本器の適用流体は液体とし、純水・水道水に準じた工業用水で使用して下さい。 

(2)直射日光や輻射熱を受ける場所でのご使用は避けて下さい。やむをえなく使用される 

場合は、十分な遮光・断熱処置を実施して下さい。 

(3)腐食性ガス雰囲気に設置する事は避けて下さい。 

(4)本器は防まつ構造(JIS C 0920)ですが、雨や水は避けて下さい。 

(5)振動や衝撃の少ない場所に設置して下さい。 

(6)電磁気的ノイズの発生源の近くでは、誤動作の恐れがありますので離して設置するか、 

磁気シールドを設けて下さい。 

(7)乱流・脈流の影響を避けるため、可能な限り長い直管長をとってください。 

直管長の推奨値は上流部 10D、下流部 5D以上です。D=配管の直径。 

※渦流量計の前段に電磁弁や絞りがある場合、上流部直管長は 10D以上必要になる可能性が

あります。 

(8)流れ方向は本体部の矢印方向に合わせて下さい。 
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Ⅲ．注  意 

(1)規定以上の水圧をかけたり、逆流での洗浄等はセンサ部を破損し故障の原因と

なりますので避けて下さい。 

(2)管孔内の測定流体が凍結するとセンサ部を破壊する恐れがあります。凍結の恐

れがある場合には、保温対策を実施して下さい。 

(3)FM31シリ－ズは、ネジ部を含めて樹脂製です。取付には締め込みすぎ、不要な

外力をかけないよう、ご注意下さい。 

(4)出力ケーブルを持っての持ち運びは行わないで下さい。ケーブルと電子回路の

半田づけ接続部に破損を生ずる可能性があります。 

(5)本器は回路部を結露させないで下さい。 

 

Ⅳ．絶縁抵抗・耐電圧テスト 

絶縁抵抗・耐電圧テストは、電子回路の損傷の恐れがありますので、実施しない

で下さい。 

 

■保 証 範 囲 

Ⅰ.保証内容 

① 保証期間 

保証期間は、当社出荷後１年間といたします。 

② 保証範囲 

保証期間中に当社の責に帰するべき事由により当社製品に不具合が生じた 

場合には、代替品の提供または当社工場にて無償修理致します。 

なお、当社の責に帰することが出来ない事由により生じた損害、当社製品 

の故障に起因するお客様での機械損失、逸失利益、二次災害、事故補償、 

当社製品以外への損傷及びその他の補償については、当社の保証対象外と 

致します。 

   ③ 保証範囲外 

    保証期間内であっても次の事由に該当する場合は、保証範囲外となります。 

 

ａ）使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障。 

  （製作仕様とご使用時の条件が異なる場合を含みます） 

ｂ）ご購入後の落下等による故障。 

ｃ）火災、地震、水害、落雷等の自然災害または暴動や戦争によって生じた故障。 

ｄ）配管内からの異物混入により生じた故障。 

ｅ）組込まれた装置との組合せに起因する特有の問題から生じた故障。 

ｆ）その他当社の責任外と判断される場合。 

なお、当社製品の故障に起因するお客様あるいはお客様の顧客殿での 

機械損失ならびに当社製品以外への損傷、その他の損害は当社の保証外と 

致します。 
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１．概  要 

ＦＭ31シリ－ズ渦流量計は管孔内を流れる液体(水)の流速(渦) 

を測定して流速に比例した渦周波数を検出し、処理回路により４～２０ｍＡを出力します。 

ご使用いただく広い範囲内で流速と流量は一定の

関係にあり出力信号は、 

ＦＭ３１０１で０．４～４Ｌ／ｍｉｎ，ＦＭ３１

０２で２～２０Ｌ／ｍｉｎ，ＦＭ３１０３で５～

５０Ｌ/ｍｉｎ,ＦＭ３１０４で１０～１００Ｌ／

ｍｉｎ となる小型プラスチック渦流量計です。 

本器は可動部がなく、圧力損失も小さく、出力信

号は体積流量に比例し、直線性，再現性に優れて

います。 

ボディー本体の材質にはＰＦＡ（オ－ルテフロン）

を採用し､機械的強度・高い信頼性を確保していま

す。また、液溜りの少ないシンプル構造により、

定期的な保守点検を必要としないメンテナンスフ

リーを実現しています。 

 

２．標準仕様 

■主な仕様 

項  目 仕   様 

流 体 超純水・薬液等 液体 

材 質 
ボディー:ＰＦＡ,カバー:ＰＢＴ,  

出力コード:導体=スズメッキ裸軟銅線,シース＝耐熱・耐寒性ＰＶＣ 

精 度 ±３％+1digit 

再現性 ±０．５％F.S.以内 

最高使用圧力 １ＭＰａ（１０ｋｇｆ／ｃｍ２） 

流体温度 ０～９０℃ 

周囲温度 ０～５０℃ 

電源電圧 １２～２４ＶＤＣ 

出 力 ４～２０ｍＡＤＣ ３線式 

負荷抵抗 ０～２５０Ω（２４ＶＤＣ時は２５０～５００Ω） 

時定数 １秒 

防水性 防まつ構造（ＪＩＳ Ｃ０９２０） 

ケーブル長 ２ｍ端末処理済（予備半田付け） 

重 量 
表示器なし：60ｇ（本体）；165ｇ（本体） 

表示器付き：100ｇ（本体）；205ｇ（本体） 

 

 

 

渦発生体 

渦検出体 

カルマン渦 

圧電素子 

測定原理 
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■ 型名・口径及び流量測定範囲・取付寸法 

型 式 口径 流量測定範囲 取付寸法 

ＦＭ３１０１ Ｌ 低流量：0.4～4 L/min 3/8“（チュ－ブエンド） 

ＦＭ３１０２ Ｍ 中流量： 2～20 L/min 1/2“（チュ－ブエンド） 

ＦＭ３１０３ Ｈ 大流量： 5～50 L/min 3/4“（チュ－ブエンド） 

ＦＭ３１０４ Ｈ 大流量：10～100 L/min  1“（チュ－ブエンド） 

 

 

 

３. 結線図 
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４．外 形 図 

  表示器なし 

 

M
a
d
e
 in

 J
a
p
a
n

K
O

F
L
O

C
 C

O
R

P
.

K
Y

O
T

O
 6

1
0
-0

3
1

1
  J

A
P

A
N

2
6

1
2

5
8

R
E

A
D

 IM
 M

J
4
X

X
X

X
X

  F
M

0
1
0
1

-S
P

-P
N

/K

  0
.5

 - 4
.0

L
/m

in

  P
U

L
S

E

  1
2
-2

4
V

D
C

 0
.5

W

  X
X

X
X

X

M
O

D
E

L

R
A

N
G

E

O
U

T
P

U
T

S
U

P
P

L
Y

N
o
.

 

 

表示器付き 

Made in Japan
KOFLOC CORP.
KYOTO 610-0311  JAPAN

261258

READ IM MJ4XXXXX

  FM3101-SD-XP/K

  0.4 - 4.0L/min

  4-20mA

  12-24VDC

  XXXXX

MODEL

RANGE

OUTPUT

SUPPLY

No.
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５．許容使用範囲 
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６．警報設定 

約２秒間 

１－Ｐ；流量が設定値以上でＯＮ 

１－ｎ；流量が設定値以下でＯＮ 

１－Ｆ；常時 ＯＦＦ 

２－Ｐ；流量が設定値以上でＯＮ 

２－ｎ；流量が設定値以下でＯＮ 

２－Ｆ；常時 ＯＦＦ 

ＳＥＴを 
約２秒間押す 

測定モード 

ＡＬ１極性 
設定モード 

▼または▲を押して 

モードを切り替える 

ＳＥＴを押す 

ＡＬ１極性設定完了 
ＡＬ１設定値設定モード 

▼または▲を 
押して設定値を 

設定する 

ＳＥＴを押す 

ＡＬ１設定完了 
ＡＬ２極性設定モード 

▼または▲を押して 

モードを切り替える 

ＳＥＴを押す 

ＡＬ２極性設定完了 
ＡＬ２設定値設定モード 

▼または▲を 
押して設定値を 
設定する 

ＳＥＴを押す 

ＡＬ２設定完了 

ＥＥＰＲＯＭに書込み 

（設定例） ＳＥＴを押す 
（設定） 

ＡＬ２についても 
同様に操作する 
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７.その他の設定

測定モード

ＳＥＴと▲とを
同時に約２秒間押す

流量単位設定モード

▲または▼を押し
ＧＡＬとＬとを
切り替え設定する

ＳＥＴを押す

流量単位設定完了
品種設定モード

▲または▼を押し
品種を設定する

ＳＥＴを押す

品種設定完了
出力ゼロ設定モード

▲または▼を押し
アナログ出力ゼロ時の
電流計出力値を設定する

ＳＥＴを押す

電流計（または、相当する抵
抗・電圧計）を
アナログ出力線に接続する

出力ゼロ設定完了
出力スパン設定モード

▲または▼を押し
アナログ出力ＦＳ時の
電流計出力値を設定する

ＳＥＴを押す

実流装置にセットし、
１００％ＦＳ相当流量を流す

▲または▼を押し
流量１００％ＦＳ時の
電流計出力値を設定する

ＳＥＴを押す

出力スパン設定終了
流量スパン設定モード

流量スパン設定終了
ＥＥＰＲＯＭに書込み
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（２）出力ゼロの設定 

どちらかを押して

４(mA)にする。 

交互表示 

（例） 

L レンジの場合 

＊実流量装置で、ＦＳ流量

を流して行う。 

（３）出力スパンの設定 （４）流量スパンの設定 

交互表示 交互表示 

どちらかを押して

２０(mA)にする。 

どちらかを押して実流量

（FS 値）にする。 

 （１）流量単位の設定 

約２秒間押す どちらかを押す どちらかを押す ＳＥＴを押す→設定 

交互に 

切り替わる 

(L/min の場合) (gal/min の場合) 
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本  社 〒610-0311 京都府京田辺市草内当ノ木 1-3 Tel：0774-62-4411(代) Fax：0774-63-5041 

ホームページ URL：https://www.kofloc.co.jp 


